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地域経済経営ネットワーク研究センター年報　第 6号
北海道大学　2017 . 3

　＜講演＞
北海道の長期的発展に向けて

講　師　大内　全
（北海道経済連合会名誉会長）

　皆様，こんにちは。ただいまご紹介いただきま
した北海道経済連合会で名誉会長をしております
大内でございます。
　まずは，北海道経済学会 100回目の記念シンポ
ジウムがこのように盛会のうちに開催されますこ
とをお祝い申し上げたいと思います。
　私は道経連の会長職をさせていただきましたけ
れども，もともとは技術屋でございまして，経済
や経営がご専門の皆様方のご期待に応えられるよ
うなお話ができるかどうか甚だ心もとない限りで
はございますが，どうぞよろしくお願いいたしま
す。

北海道経済連合会とは

　まず，道経連，正式には北海道経済連合会が，
どんな組織で，どんな仕事をしているのか。これ
につきましてもう一度ご紹介させていただきまし

て，その後に本日いただきました課題であります
「北海道の長期的発展に向けて」について，技術
的な観点も含めましてお話をさせていただきたい
と思います。
　これは，昭和 49年 12月に道経連が設立されま
したときの設立趣意書の概要でございます（図
1）。ご承知のとおり，北海道は明治の開拓使の時
代から国の強力な指導のもとに発展を続けてまい
りました。そしてまた，戦後も一貫いたしまして
国と自治体によります総合開発が強力に推進され
てきております。この結果，明治元年には 5万人
しかいなかった人口が，現在では約 100倍の 540

万人の住む地域となっておりまして，デンマーク
やフィンランド一国と同規模の人口を有する地域
となっております。
　しかしながら，現在に至るまで国際化が進展す
る中，そしてまた北海道は大変広大な土地や豊富
な水，そして観光地，資源などがたくさんござい

図 1
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ますけれども，北海道の潜在的な発展力が十分生
かされている状況にはないと思っております。
　このような状況の中で，国や自治体の開発行政
に依存するだけではなく，民間経済界が積極的に
行動することが必要であるという認識に至ったわ
けでございます。このため，北海道経済界の総意
と総力を結集して重要課題につきまして調査研
究・討議をし，力強い実践活動を行い，地域経済・
社会の発展を推進すべきということが設立趣意書
にうたわれました。この道経連の設立時の精神は
今も引き継がれております。
　これは，道経連の組織図を示しております（図
2）。道経連は約 500社の会員から成る任意団体で
あります。毎年 1回，総会を開催いたしまして，
会長をはじめとする人事案件を決めたり，事業計
画を決めたり，基本的な事項について議論して決
めております。
　道経連では，現在，会長 1名と，さまざまな分
野の仕事をされております副会長が 10名選任さ
れております。毎月 1回，会長・副会長会議を開
催いたしまして，国や道に対する予算要望や経済
界として重要な課題について議論をいたします。
　また，道経連の中には委員会がございます。現
在三つありますが，専門的な立場から議論を行い
さまざまな検討をしていただいております。この

それぞれの委員長には副会長に就任していただい
ております。
　また，委員会の下には必要に応じてプロジェク
トチームを設けて，特定の課題について検討して
おります。例えば，北海道の社会資本のあり方を
検討します「社会資本プロジェクトチーム」，あ
るいは女性の活躍をどうしていくのかということ
を議論するための「女性の活躍推進プロジェクト
チーム」，PTと言っておりますが，これらを設置
して議論を進めているところです。現在話題に
なっております空港の民営化につきましては社会
資本プロジェクトチームの中で検討しています。
　そして，事務局は，専務理事を筆頭に約 30名
の体制で業務を行っています。
　これは，6月 2日に開催されました総会で承認
されました平成 28年度の事業計画の概要を示し
たものであります（図 3）。事業は，道経連が主
体となって行います骨格事業と，外部の経済団体
等と協力しながら進める連携事業に大きく分けて
います。骨格事業では，以下の項目を中心として
活動をしていくこととしています。一つ目は，道
内製造業の底上げや道外企業の誘致促進を目指す
「ものづくり産業の強化」です。二つ目は，適切
なエネルギー政策を実現し地球温暖化対策への対
応を目指す「エネルギー・環境問題への対応」です。
三つ目は，6次産業化等，食に付加価値をつける
ためのバリューチェーンの構築や新たな商流構築
を目指す「食クラスター活動の推進」です。四つ
目は，北海道経済を牽引いたします北海道観光を
盛んにすることを目指す「北海道観光の振興」で
す。五つ目は，新たな時代の北海道開発戦略の再
構築と社会資本整備のあるべき姿を検討する「活
力ある地域社会の実現」です。六つ目は，北海道
新幹線開業効果の最大化や航空ネットワークの維
持・拡大を目指す「社会資本整備の促進」です。
七つ目は，労使関係の円滑化や会員企業に対する
人材育成支援及び情報提供を行う「雇用・労働問
題への取り組み」であります。
　これらの活動を今年度行っていくことにしてい
ます。
　その右側の連携事業でございますが，北海道機

図 2　道経連組織図
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械工業会など道内のさまざまな団体と，道経連の
骨格事業のそれぞれにつきまして連携をしながら
取り組むことにしております。また，講演会や視
察会等を行い，情報収集や会員企業間での認識の
共有を図っています。
　昨年度の事業では，東北経済連合会と共同で新幹
線プロモーションを仙台で開催いたしました。東北
地方での北海道新幹線への機運醸成を図るととも
にビジネス交流への期待を調査したところです。
　そのほか，北海道は薬草の栽培面積が日本で一
番大きいところですので，「平成の北前船プロジェ
クト」と銘打ちまして北陸経済連合会と共同で富
山の漢方薬会社とのマッチングを富山で開催する
などしております。北海道からは多くの自治体や
大学の生薬関係者の方々に参加をしていただきま
した。
　また，北海道や地方自治体との連携・交流を行っ
ているほか，昨年度からは大学にも道経連の会員
になっていただいております。そして，道経連役
員と大学の学長さん方との懇談会を開催するなど
いたしまして産学連携の推進もしております。
　さらに，日本を代表する経済団体であります経
団連とは，毎年，北海道経済懇談会を札幌で開催
しております。先ほどご紹介しました東北と北陸
の経済連合会とも毎年，経済懇談会を持ち回りで
開催し，経済的な課題を中心に意見交換を行って

おります。
　このような活動を通じて国や道に対して提言・
要望活動を行っており，北海道経済の発展，企業
競争力の強化，雇用の維持・拡大を推進しており
ます。
　特に，若い人たちに元気を出していただけるプ
ロジェクトにも取り組んでいます。それは，現在，
九州の種子島や内之浦から打ち上げているロケッ
トの発射場ですが，これを新たに十勝の大樹町に
誘致しようという声が高まってきていますので，
道経連内にも新たに「航空宇宙産業整備促進特別
委員会」というものを設置し全道的な機運の醸成
を図っているところであります。

北海道の課題

　ここまで道経連はどんなことを行っているのか
ということをお話しさせていただきましたが，次
は，本題である北海道の長期的発展に向けて，何
が課題で，どう対処していくべきかということを
お話しさせていただきたいと思います。
　これは皆様ご承知のグラフと存じます（図 4）。
全国と北海道の人口と高齢化の推移を示したもの
です。赤が北海道，青は全国を示しております。
北海道の人口は戦後増加を続けまして，平成 9年
に約 570万でピークを迎えております。それ以降，

図 3　道経連　平成 28年度事業計画
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減少を続けています。社会保障人口問題研究所（社
人研）の推計によりますと，2040年には，平成 9

年に 570万だった人口が 420万人に減少するとい
う予測がなされています。日本全体に比べまして
も約 10年早く人口減少の時代に北海道が入って
いるということを示しています。これは，自然減
が大きくなっているのもさることながら，社会減
の影響も大きいと言われております。
　北海道は，現在，札幌への人口一極集中化が進
んでおります。地方の高校を卒業し，就職や大学
入学のために札幌に出てきます。また，老後，医
療・介護設備の整いました札幌にお年寄りが集ま
る傾向がございます。この結果，札幌には全道の
人口の 3分の 1が集中しています。
　そして，高等教育を受けた若い男性が就職のた
め首都圏へ出ていく傾向が強くなっています。札
幌市でも若い男女のバランスが崩れており，出生
率の低下にも拍車をかけている状況にあると思い
ます。
　また，北海道における 2次産業の割合は，ご承
知のとおり約 8％でございまして，日本平均の半分
程度です。このことが就職の機会を少なくしてい
る一因と思われます。最近は，災害リスクの軽減
を目的に本州企業が北海道に移転してくる例が増
えてきていますが，まだ若者の就職の受け入れ先
として十分とは言えない状況です。

　また，65歳以上の高齢者人口の割合につきま
しても北海道は日本全体に先駆けて高くなってい
ます。これは，生産人口減少が大きくなっている
ことを示しており，この結果，北海道の GDPは
下振れの圧力を受けることになり，北海道への本
州企業の立地や設備投資にもブレーキをかけるこ
とになります。北海道の長期的な発展を考えると
きに，やはりこの人口減少問題，そしてまた高齢
化問題が最大の課題になると考えております。
　私ごとで恐縮ですが，今年のゴールデンウィー
クにオホーツクのほうに旅行に行ってまいりまし
た。あそこは昔，鴻之舞金山という鉱山がござい
まして，金がとれて大変にぎやかだったと聞いて
おりましたが，現在この金山は閉山し，その跡地
は廃屋や家の土台のみが目につきまして人の姿が
見えない，そういう状況でございました。産業が
なくなりますと，その地方には人が住まなくなり，
まちそのものが崩壊してしまうのかと感じたとこ
ろであります。
　人が住めなくなる原因は，産業がなくなるだけ
ではありません。日常の買い物，学校，病院，電気，
ガス，水道などさまざまな行政サービスが受けら
れなくなり，人々は住むことができなくなります。
　次に示しましたのが全国と北海道の GDPの推
移であります（図 5）。これも，赤は北海道，青
は全国を示しております。戦後，一貫して上昇し

図 4
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てきた名目 GDPは，北海道の場合，平成 8年度
の 20.9兆円をピークに下がり続けており，平成
23年度には 18.3兆円とピーク時よりも 1割程度
低下しています。これは，先ほど示しました生産
人口の減少と大きく関連づけられると思います。
生産人口の減少が，ほぼそのまま GDPの減少に
つながってきたと言えると思います。
　北海道の人口は，今年度から北海道が実施して
いる「北海道創生総合戦略」の中で相当なてこ入
れを行っていますが，中長期的に人口が減少して

いくことは避けられません。しかしながら，地方
で人々が生産活動を行い，住み続けることで，北
海道全体の GDPは減少していきますが，1人当
たりの GDPは維持・増加していく可能性がある
のではないかと思います。
　これは，北海道における社会資本整備の状況で
ございます（図 6）。特に，高規格幹線道路，高
速道路ですが，この整備状況を示したものです。
昭和 42年度から始まりました高速道路の整備で
すが，この整備率は，全国平均が約 81％に対し

図 5

図 6
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まして北海道は約 60％です。東北地方を見まし
ても，仙台は東北の中核都市ですが，青森や秋田
をはじめ県庁所在の大きな都市は全て高速道路で
仙台とつながっています。北海道と東北は面積が
ほとんど同じですが，北海道の場合，中核都市で
ある札幌と函館，これはつながっているように見
えますが，函館の手前の大沼のあたりで高速道路
が部分的に切れており，まだつながっておりませ
ん。それから，北見，釧路は，阿寒まで行きまし
たが釧路まではつながっておりませんし，稚内の
ほうはまだまだ未整備の状況でございます。
　また，新幹線は，今年の 3月に新函館北斗まで
営業運転が開始されましたが，既に九州では鹿児
島までつながっております。札幌までの新幹線延
伸は 2030年の予定ですが，2027年，札幌までの
開業の 3年前には東京と名古屋の間がリニア新幹
線でつながる予定になっています。北海道の社会
資本整備は日本国内でも大きく遅れていると言わ
ざるを得ない状況にあります。これは，北海道の
総意として中央に社会資本の整備をしてくれとい
う要請をすることが不足していたことも一因であ
ると思っております。
　また，費用対効果というような議論が中央でな
されている状況も遅れている要因だと思います。
人口密度の希薄な北海道に国費を投入して高速道
路をつくるより，人口の多い中央につくったほう
がより経済的な効果があるという論理もわからな
いわけではありません。しかし，日本の国土全体
が均衡のとれた発展をしていくということが必要
だと思います。
　北海道は札幌への人口一極集中が進んでいる一
方，地方は，医療施設，教育，文化，物流などの
問題点が顕在化して，過疎化が進んでいるのが現
状です。広大な北海道の中で，観光客を呼び込む
のも，病院へ行くのも，農産物・海産物を輸送す
るのも，高速道路ネットワークの充実が大きな役
割を果たすものと思います。このほか，空港も同
じです。

北海道の強みを生かす

　それから，北海道の将来を考えた場合，北海道
の強みを生かした発展を考えるべきだと思いま
す。その強みとは何でしょうか。これは，食料自
給率 200％を誇る農業を初めとした食資源です。
それから，北海道は日本の国土の 21％を占める
広大な面積があり，その中にございます自然や温
泉，雪，これらをはじめとする観光資源ではない
でしょうか。食と観光が北海道の強みだと思って
おります。
　また，根室の湿原に来る鳥を見るためにヨー
ロッパから観光客が来ています。私たちが当たり
前と思っているものが思わぬ観光資源になりま
す。もっと北海道の観光資源の深掘りが必要であ
ろうと思っています。おいしい食べ物と観光を先
頭に立て北海道の発展を図るべきではないかと思
います。
　観光につきましては，本日，大西社長がおいで
になっておりますし，農業の分野では浜中町農協
の石橋組合長がお越しになっていますので後ほど
詳しいお話もあろうかと思います。国が今年度よ
り進めております第 8期北海道総合開発計画に盛
り込まれている概念が重要であろうと思いますの
で，この地図の中で簡単に説明をさせていただき
ます（図 7）。
　北海道の地方の人口は減少しています。特に農
業生産戸数は，この 20年ほどで 8万戸から 4万
戸に半減しております。農地面積は若干減ってお
りますが，ほとんど変わっていませんので，北海
道の 1戸当たりの農地面積は倍増しています。現
在，販売農家 1戸当たりの耕地面積は約 23ヘク
タールで，本州の平均耕地面積が約 1.6ヘクター
ルですので，北海道がいかに大規模農業を営んで
いるかというのがわかります。
　このため，北海道の農村部の人口密度は大変少
なくなっているのが現状であります。最近は，レ
ストランを併設した農家や，農業の法人化も進ん
でおりますが，特に畜産業をされている農家は，
動物を扱うために 24時間，365日，気が休まる
間もなく，大変厳しい労働環境にさらされており
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ます。
　一方，農業は，林業や漁業とともに美しい景観
を生み出しております。第 8期北海道総合開発計
画では，農林水産業や観光などを行う地域を「生
産空間」と定義しております。人口減少化の現状
の中にあっても，この生産空間を維持していくこ
とを必要としています。
　この地図上では，緑で色分けをしている場所が
生産空間と定義をしているところです。この生産
空間に人が住み続けるためには，当然，日用品の
買い物や，水，電気，学校，行政サービス等を受
ける必要があります。これらの生産空間に一定程
度の生活サービス機能を提供する地域が必要でご
ざいまして，これを「地方部の市街地」と定義し
ています。地図上では青い点で示しております。
役場，小売店などがあるところです。「生産空間」
と「地方部の市街地」が日常的に結びついていく
必要があります。
　また，医療，教育，文化，商業の高次な都市機能，
生活機能を提供する地域を「圏域中心都市」と定
義し，赤で地図上に示しています。大きな都市，
道南では函館，道東では釧路，根室のあたりを赤
で示しております。北海道では，生産空間，地方
部の市街地，そして圏域中心都市が重層的な機能
分担のもとに発展をしていく必要があります。

　この生産空間，地方部の市街地，圏域中心都市
を結びつけるのが交通ネットワークです。北海道
における地域構造を維持・発展していくためには，
先ほど示した社会資本整備が不可欠であります。
北海道の長期的発展に向けまして現在不足してい
るのは何か。全道民が足元の状況を考え，行政と
一体となって行動を起こしていく必要があるので
はないかと思います。
　次に，結論のほうに話を進めたいと思います。
　まず，人口の減少が大きな問題であります。生
産人口の減少が GDPの減少につながり，これが
税収の低下につながりますと国の社会保障水準の
低下を招いてしまいます。このための議論がなさ
れていますが，将来の不透明性が指摘されていま
す。女性やシニア世代の一層の社会参加などが考
えられます。当然，生産性の向上も図っていかな
ければなりません。
　将来的に人口問題を克服し経済が発展していく
ためにはさまざまな課題があるわけですが特に挙
げたいのは環境問題の深刻化です。産業革命以前
には大気中の二酸化炭素の濃度が 280ppmだった
と言われていますが，現在では，石炭や石油など
化石燃料の使用により 400ppmに上昇したと言わ
れています。二酸化炭素の増加が地球温暖化をも
たらしています。台風の大型化，局所的な豪雨な

図 7
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ど自然災害の増加は既に起きている状況にありま
す。二酸化炭素濃度はエネルギー消費の増大とと
もに増えていくことが予想されます。
　グローバルに見ますと，発展途上国のエネル
ギー使用量が，今後，経済の発展とともに増える
ことが予想されています。大気中の二酸化炭素が
増えると，これをもとに戻すのは相当難しいとい
うことです。そして，健康・災害への影響が懸念
されますし，経済発展の制約条件になると思いま
す。これは，これまでの人類の歴史を考えてもわ
かります。
　地球に住む人口が増えた理由として，農業が七，
八千年前に開始されたことが挙げられます。農業
の開始により飛躍的に食糧の増産が行われ，人口
が増えました。これには森林の伐採による農地の
開墾などがありましたが，大気中の二酸化炭素濃
度が大きく上昇することにはなりませんでした。
日本では江戸時代の人口は約 3,000万人程度だっ
たと言われておりますが，農業と手工業の時代，
人口はこれ以上増えることはありませんでした。
　次は，産業革命であります。これは，石炭など
を燃やして出る熱を動力に変換する機械の発明で
す。まず，蒸気機関の発明により遠くまで速く大
量に輸送できるようになったとともに，人間が重
労働から解放され生産性が飛躍的に向上し，人口
も飛躍的に増えました。一方，エネルギー循環型
社会が崩れ，大気中の二酸化炭素濃度が増えると
いう環境問題の深刻化を引き起こしました。しか
し，今日の社会を江戸時代に戻すわけにはいきま
せん。私たちは今，科学技術の進歩による次の革
命期を迎えるところまで来ているのではないかと
思います。
　先日，人工頭脳がプロの棋士と囲碁の対局をし
機械が勝ったという報道がなされておりました。
私も大変驚きました。IT技術の発展は目覚まし
いものがあります。
　農業の担い手不足のお話もさせていただきまし
たが，現在，無人走行トラクターの実証試験が行
われております。人工衛星による位置情報と IT

技術の進歩によるものです。ベテランでなくても
農業が可能な時代が来ようとしており，ここ数年

以内にも実用化されるものと思います。この技術
は人手不足の問題にも大きく貢献してくれるもの
と思います。
　介護現場でも IT技術が使われつつあります。
お年寄りがふえ，介護のための離職が問題となっ
ていますが，さまざまなロボット開発も人手不足
の解消につながるものと思います。
　このような IT革命の中において，エネルギー
は必要欠くべからざるものであります。地球温暖
化の抑制に向け人類が手にしている技術は，原子
力と自然エネルギーです。しかし，自然エネルギー
の中の太陽光や風力は出力が不安定で単独では全
てを賄うことができません。残るのは，発電する
ときに二酸化炭素を出さない原子力です。お隣の
中国や韓国をはじめ発展途上国でも原子力の開発
がどんどんと進められています。日本がこれから
も発展を遂げていくためにも科学技術が必要不可
欠です。原子力は科学技術の塊であり，IT技術
とともに，日本で原子力をやめる選択肢はないと
思っております。
　また，これからはグローバルな視点が必要です。
北海道は食料自給率 200％を誇っています。これ
に付加価値をつけて，将来，市場拡大の見込める
東南アジアやイスラム諸国に売り出していくこと
も必要です。特にイスラム社会は，現在，世界人
口の 4分の 1を占め，60兆円の食市場があると
言われています。北海道の食を売り込むには長期
にわたる粘り強い努力が必要です。
　また，他国との競争に打ち勝つ価格と良好な品
質が要求されます。生産するためには IT技術と
安価なエネルギーが必要です。
　今年の 1月に道の ASEAN事務所がシンガポー
ルにできました。ASEANもこれからも大きな成
長が期待されます。道経連傘下のフード特区機構
では，ハラール対応も含めましたイスラム圏への
食品の輸出支援に取り組んでおります。ASEAN

や中華圏でも市場のニーズをつかみ，北海道産
品を選択していただけるよう，関係者との連携の
もと食の輸出の拡大に努めているところでありま
す。
　北海道は，これまで内向きの志向が強かったよ
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うに思います。これからは市場として海外もにら
み，より価値の高いものを輸出していく。そして，
外国人観光客にもっと北海道に来てもらう。この
ための社会資本整備をしっかりとやっていただく
ことが将来必要ではないかと思っているところで
す。
　まとまりのないお話をさせていただきました
が，将来の北海道の発展に向けまして経済界も努
力をしっかりとしていきたいと思っております。
　本日ご出席の皆様方には引き続きご指導をお願
いいたしまして，私の話を終わらせていただきま
す。
　ご清聴ありがとうございました。（拍手）




